
◆動画「高校の学費について」（日本語）
2025.7.9掲載・埼玉県

説明の内容

1

皆さんこんにちは。
埼玉県教育局財務課です。
ここでは、高校に通うために必要なお金について、お話ししま
す。
はじめに、『学費』について、お話します。
高校に通うために必要なお金は、入学料、授業料、制服代、体操
着代、教科書代、タブレット端末代などです。
制服や教科書は、入学する時に買います。
そのほかに、生徒会費や修学旅行へ行くためのお金なども払う
必要があります。

2

入学料や授業料の金額は、高校の種類によって違います。
例えば、公立高校の全日制の場合、入学料は５，６５０円です。
授業料は、１年間で１１８，８００円です。
また、公立高校の定時制の場合は、入学料が２，１００円です。
授業料は、１年間で３２，４００円です。
ただし、授業料は手続きをすれば、払う必要がなくなります。
私立高校の入学料や授業料の金額は、高校によって違います。
この表には、金額の目安が書いてあります。

3

その他、制服代、教科書代などの金額も、高校によって違いま
す。
金額など、詳しい内容が知りたい場合は、直接、高校に聞いて
ください。
なお、入学料や授業料などの一部のお金は、免除や補助を受け
られることがあります。

4

次に、『学費の補助』についてお話します。
埼玉県には、高校に通うお金を補助する制度があります。
制度には、お金を返さなくてよいものとお金を返すものがあり
ます。
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5

まず、お金を返さなくてよいものは、次の３つです。
１つめは「高等学校等就学支援金」です。
授業料を補助します。
２つめは「私立高等学校等父母負担軽減事業補助金」です。
私立高校の授業料やその他の費用を補助します。
３つめは「埼玉県高等学校等奨学のための給付金」です。
教科書代など、授業料以外の費用を補助します。
これらの補助を受けたい人は、高校に入学した後に申し込みま
す。
高校から申込について、案内があります。

6

お金を返すものは、「埼玉県高等学校等奨学金」です。
高校に通うためのお金を借りることができます。
この制度では、借りる金額を選ぶことができます。
ただし、高校を卒業した後に、借りたお金を返す必要があるの
で、注意してください。
申し込みの時期は、中学校３年生の１１月と、高校に入学した後
の４月です。

7

その他に住んでいる市町村によって、学費の補助がある場合と
ない場合があります。
住んでいる市町村に問い合わせてください。
入学料や諸会費の一部を免除する高校もあります。
入学する前や入学してすぐに高校の先生に相談しましょう。

8
これらの制度について、詳しい内容を知りたい場合は、高校進
学ガイダンスの財務課のブースで相談をしてください。
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